
活動報告 四季の森公園「自然を訪ねて～花の不思議」 

 

日 時：5月 21日（日） 

場 所：四季の森公園 はす池・あし原湿原周辺 

参加者：一般 19名（うち JFIK会員 2名）、スタッフ 2名 

 

五月晴れの下、主に虫に花粉を運んでもらう虫媒花をつける植物の生存戦略を学びました。 

まず、北口広場に沢山咲いていたサツキを観察しました。ツツジなど多くの花には虫に蜜の在りかを知らせる蜜

標があります。紫色のツツジやサツキの蜜標は我々にも見えますが、真っ白に見える白いツツジにも蜜標はあっ

て、紫外線が可視光線となっている昆虫にははっきり見えるんだとか。シランの蜜標？はヒトにも見えますが、

何と蜜は出さないそうです。 

園内各所で咲いていたドクダミは咢も花弁もない無花被花で、大きく目立つ白い４枚は総苞片ということですが、

同じ無花被花でもフタリシズカで白く目立つのは雄しべだそうです。フタリシズカも園内各所で見られました。 

はす池に咲いていたキショウブや既に咲き終わったアヤメやシャガなどアヤメ科の仲間やヤマユリなどユリ科

の仲間たちは、他の花でいう咢が花弁化していて花弁とともに、あるいは種によっては花弁以上に目立って虫を

誘引します。これらは内外の花被（花弁と咢）がよく似ているということで同花被花と言いますが、キショウブ

の内花被が随分小さいのに対し、同じアヤメ科でもはす池周辺の草原に咲いていたニワゼキショウとオオニワゼ

キショウは内外の花弁の形・大きさが本当にそっくりでした。 

自家受粉を防ぐため同じ個体の雄しべと雌しべの成熟時期をずらす、雄性先熟（ノアザミなど）や雌性先熟（オ

オバコなど）があるかと思えば、スミレの仲間のように他家受粉のための開放花が終わった後に自家受粉のため

の閉鎖花をつけるものもいるというから、花は侮れません。ノアザミはあし原湿原周囲の明るい斜面で、オオバ

コははす池周辺の草原で、タチツボスミレなどスミレの仲間の閉鎖花は園内各所で見られました。 

花弁や咢を目立たせて虫を引き付けるのではなく、もっぱら匂いで虫を誘引するクリの花序はまだ成熟しておら

ず匂いは出していませんでしたが、同じブナ科でも風媒花のカシやコナラと違い、雄花序が下向きにぶら下がる

のではなく、上向きに伸びていました。雌花も同じ花序の下部に少数あるとのことでした。 

 

 北口広場でサツキの蜜標を確認 

 



 はす池のほとりでショウブやアゼナルコを観察 

ショウブはショウブ科で穂状の花をつけ、木道の反対側で咲いてたキショウブはアヤメ科でアヤメ似の花。 

カヤツリグサ科のアゼナルコは雌花だけの花序数個と雄花と雌花がつく花序を 1個つけます。 

 

  
ニワゼキショウ（左）とオオニワゼキショウ（右）はどちらもアヤメ科で外花被（咢）と内花被（花弁）がそっ

くりです。紫や白に見えるのが 3枚ずつの外花被と内花被で、外花被の方がほんの少し大きいみたいです。 

果実はオオニワゼキショウの方がニワゼキショウよりも大分大きいです。 

 

                    

 

 

開花前のノアザミの総苞は 

ベトベトしていました。 

開花していたものもありましたが、 

花粉が少し出始めた 

雄性期のものばかりでした。 

 

       オオバコは雌性先熟 

       上部のツンツン出てる 

       白いのは雌しべ、 

       その下のポヤポヤの 

白いのが雄しべです。 



  

表面に螺旋状の溝があるセリバヒエンソウの種子をルーペ付き容器で観察。容器の底の目盛りは１㎜です。 

 

 カラタネオガタマを見たり嗅いだり 

カラタネオガタマの実は小さいけれどコブシなどに似ていて、ちゃんとモクレン科をアピールしていました。 

実がたくさんできていて花は 2輪が残るだけでしたが、ちゃんとバナナの香りをアピールしていました。 

 

 白い総苞片が目立つヤマボウシは花盛り 


